
第１２期委員の皆さ
ん

〈第一回〉
市社協職員による茅ヶ崎市の
地域福祉の取り組み説明、
委員の自己紹介など

〈第二回〉
さわやか福祉財団の方を

講師に、地域での支え合いの
必要性を再確認

〈第三回〉
地域のアセスメントをして
わかった地域財産を
カテゴリー別に分類

〈第四回〉
大和市鶴間地区の皆様を
講師に地域アセスメントの

活用事例を学習
〈第五回〉
まとめと
修了式

地域福祉の担い手推進委員会と
は、「みんなつながる ちがさきの
地域福祉プラン」に基づいた取り組
みです。
委員会は、ただ地域での活動者

を育成するのでなく、地域活動をけ
ん引する人の育成を目的に、市内外
の地域福祉活動を紹介しながら学
び・共有を深めてもらっています。
今年度で修了者は259名となりまし
た。
第12期の皆様は地域アセスメント

の手法、活用の方法について学び
ました。第5回の内容は裏面をご覧
ください。

担い手通信 平成30年度第5回
【地域福祉の担い手育成推進委員会報告】



私の地区にはマンションや戸建て
が多く出来ていて、人口流入はあ
るよう。でも、あまり交流が無いの
よね～。

イベントを企画すれば参加者
はいる。特に子ども向けの企
画は好評よ。お父さん・お母
さんも来るから、顔見知りに
なれているわ。

それは私の地区も一緒だよ。若い方への
世代交代が課題になってる。ただ、1人が

沢山の役職を担っているから難しいんだよ
な。活動者同士の横のつながりは強いか
ら、動けば早いのはいいところだけど…

地域財産
隠れてない?

地域の課題は
・地域住民の
縦の繋がり

・地域活動者の
世代交代
だね。

自治会館、お寺、神社
などを利用して、なる
べく小地域で「フリーマ
ーケット」をやってみよ
う！子ども服やおもち
ゃ、日用品を交換した
ら、住民に縦の繋がり
が生まれるし、親世代
に対しても地域活動へ
の協力意識を持っても
らえるかも！

地域アセスメントを行いそれを共有する事で、「自分の地域の新しい発見」を
多く体験しました。地域活動は一人で出来ません。地域アセスメントを含めた
話し合いから、多くの人でいろんな情報・アイデアを出し合い、活動の形作りを
していくことがとっても大切です。
「地域の未来づくりは話し合いから！」
この通信に併せて、第5回委員会で委員の皆様より上げられたご意見をまと

めた資料を添付します。また、今回皆さんで取り組んだアセスメントシートの書
式を市社協HPにアップしましたので、各地区での話し合いにご活用ください。
その過程でお困り事が生まれたらお気軽に茅ヶ崎市社協までご連絡ください。
各地区の担当者がご協力致します！どうぞよろしくお願いします。
お問い合わせ：TEL0467－85－9650(茅ヶ崎市社会福祉協議会)

おわりに･･･

これまでの委員会で学んだ視点を取り入れ、グループになり
改めて、
・自分の地区について分かった事
・その“分かった事”はこんな事に役立ちそう
・こんな事をしたらどうかな?

という3点を話し合うワークを行いました。


